
め
つ
け
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

本
人
か
ら
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
さ
れ
た
と

し
て
も
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ（
本
人
の
許
可
な

く
性
的
指
向
や
性
自
認
に
つ
い
て
言
い
ふ

ら
す
こ
と
）は
絶
対
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
保
育
園
や
学
校
な
ど

で
性
の
多
様
性
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
人
権

に
つ
い
て
学
習
と
実
践
を
積
み
重
ね
て
い

ま
す
。
自
分
と
他
者
を
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
家
庭
や
地
域
な
ど
で
も
大
事
に
し
な

が
ら
、
共
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

学
校
教
育
部
、
保
・
小
・
中
人
権
教
育
担
当
者

学
校
教
育
部
、
保
・
小
・
中
人
権
教
育
担
当
者

お
よ
び
社
会
教
育
部
の

お
よ
び
社
会
教
育
部
の
合
同
研
修
会

合
同
研
修
会
を
開
催

を
開
催

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）や

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ゲ
イ
・
バ
イ
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）と
い

う
言
葉
自
体
は
随
分
と
浸
透
し
て
き
ま
し

た
が
、
私
た
ち
が
本
当
に
理
解
す
べ
き
な

の
は「
性
は
多
様
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
で

す
。

　

最
近
で
は
、「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｃ（
ソ
ジ

エ
ス
ク
）」と
い
う
４
つ
の
性
の
要
素
の
頭

文
字
を
取
っ
た
表
現
が
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
素
は
す
べ
て
の

人
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
【
表
】を
見
て
、
自
分
は
女
性
か
ら
男
性

の
ど
の
あ
た
り
に
当
て
は
ま
る
か
考
え
る

と
、
１
０
０
％
女
性
、
１
０
０
％
男
性
と

は
っ
き
り
区
切
る
こ
と
は
で
き
ず
、
人
そ

れ
ぞ
れ
当
て
は
ま
り
方
も
異
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
性
の
あ
り
方
は
多
様
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
該
当
す
る
人
は

人
口
の
８
・
２
％
い
る
と
い
う
調
査
結
果
が

あ
り
ま
す（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
２
０
１
９
）。
当
事
者
は
い
な
い
の
で

は
な
く
、
気
づ
い
て
い
な
い
か
、
本
人
か

ら
打
ち
明
け
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
で
す
。

　

近
年
は
、
学
習
や
社
会
的
理
解
が
進
む

に
つ
れ
て
、
少
し
ず
つ
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト

（
自
分
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と

を
告
白
）す
る
子
ど
も
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
際
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど

で
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

一
人
一
人
の
思
い
や
望
む
対
応
は
そ
れ
ぞ

れ
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
丁
寧
に
話
を

聞
き
、
他
者
の
性
の
あ
り
方
を
容
易
に
決

八
頭
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

テ
ー
マ
　「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
輝
く
た
め
に
～
多
様
な
性
の
あ
り
方
と
人
権
」

自
分
も
多
様
な
性
を
持
つ
一
人

他
者
の
性
の
あ
り
方
を
決
め
つ
け
な
い

　
学
校
教
育
等
で
の
学
び
を
社
会
教
育

に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
を
考
え
よ
う

と
、
学
校
教
育
部
、
保
・
小
・
中
人
権

教
育
担
当
者
お
よ
び
社
会
教
育
部
の
合

同
研
修
会
が
８
月
23
日（
水
）に
中
央
人

権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
に
は
約
40
名
が
参
加
。
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）に
鳥
取
県
教
育

委
員
会
事
務
局
人
権
教
育
課
係
長
の
本

庄
大
志
さ
ん
を
迎
え
て
、「
性
の
多
様
性
」

に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
今
ど
の
よ
う

な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
共
通

認
識
を
図
る
た
め
、
保
育
所
と
小
中
学

校
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【好きになる性】S
セクシャル
exual O

オリエンテーション
rientation

恋愛や性愛の対象となる性別（性的指向）
女　　 　男

【心の性】G
ジェンダー
ender I

アイデンティティ
den t i t y

自分の性別をどのように認識するか（性自認）
女　　 　男

【表現する性】G
ジェンダー
ender E

エクスプレッション
xpression

服装、しぐさ、言葉づかいなどで表現される性別
女　　 　男

【身体の性】S
セックス
ex C

キャラクタリスティックス
haracteristics

生まれながらの身体の性別（身体の性的特徴）
女　　 　男

グループワークで意見を交わす参加者

【表】４つの性の要素　「Ｓ
ソ ジ エ ス ク
ＯＧＩＥＳＣ」

本庄　大志さん

人権啓発センターだより 人権のひろば人権推進課 ☎84-1228
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人権啓発センターだより 中央人権啓発センター ☎84-3496
船岡人権啓発センター ☎73-0030
郡家人権啓発センター ☎72-2672

　鳥取県人権文化センター上席専任研究員の尾崎
真理子さんを講師に迎えて、「性の多様性と人権」
をテーマに、第３回人権問題講座を８月25日（金）
に開催しました。
　講演では、「以前から性別による区別が『人は生
まれながらにして男性か女性かの２択である（性別
２元論）』という無意識の前提が定着していて、そ
こからはみ出した人は例外として扱われてきたよう
に思われる。そのため、性的マイノリティ（性的少
数者）の方々は、生物的な性と自認する性の違い
から生まれる違和感や葛藤、周囲からの偏見・差
別、性別２元論に基づく社会の仕組み、制度など
さまざまな困難に直面している。また、他者が本
人の許可なしに性自認や性的指向などを勝手に話
す『アウティング』は、時として人の命を奪うことも
あり、絶対に行ってはいけない行為だ」と話されま
した。

　最後は「性別を
問わない制服や水
着の開発、TV番
組の変化、LGBT
理解増進法の制定
などが進んでおり、
鳥取県でもパート
ナーシップ制度を導入して、LGBTQ寄り添い窓口
やコミュニティスペースの開設などが行われてい
る。性の多様化を前提とした社会がつくられるた
めには、一人一人が『社会のあらゆる場所や集団に
多様な性を生きている人が必ずいる』と考えて行動
することが必要ではないか」と締めくくられました。
　参加者からは「自分にも無意識に性別２元論の
考え方があると感じた。身近に当事者がいる・い
ないに関わらず、理解に向けた勉強が必要だと
思った」などの感想が寄せられました。

　第６回を郡家人権啓発センター、第７回～第９回を中央人権啓発センターで開催します。

　 問い合わせ  �第６回　　　郡家人権啓発センター ☎72-2672�
第７～９回　中央人権啓発センター ☎84-3496

NO. 日　時 テーマ 講　師

６ 10月 12日（木）
19：00～ 20：30

動物愛護を通して考える
人の温もりと命の大切さ
～かわいがるよりも守ってね～

アニマルリンク鳥取事務所
事務局長　岡　麻理さん

７ 11月 1日（水）
19：00～ 20：30

隣保館が取り組む
食を通した居場所づくり・支援

鳥取県隣保館連絡協議会
会長　川口　寿弘さん

８ 11月 17日（金）
19：00～ 20：30

「いっしょに再考しませんか部落問題」
～『法的空白と混乱の時代』から『新しい時代』へ～

元鳥取市人権情報センター副所長
椋田　昇一さん

９ 12月 1日（金）
19：00～ 20：30 世界の紛争と平和への願い 鳥取地球人クラブ

代表　中尾　和則さん

人権問題講座

私が出会った発展途上国の子どもたち私が出会った発展途上国の子どもたち

性の多様性性の多様性とと人権人権第３回　回　人権問題講座人権問題講座

第34回第34回  船岡人権啓発センターまつり船岡人権啓発センターまつり
～～差別をなくす学習差別をなくす学習から　から　差別をなくす行動差別をなくす行動へへ～～

　第34回船岡人権啓発センターまつりを開催します。皆さんのご来場をお待ちしています。

日　　時 　�10月21日（土）、22日（日）、23日（月）　�
 9：00 ～ 16：00　※23日は17：00まで

会　　場 　船岡人権啓発センター
内　　容 　�保育所園児、小中学生�

センター事業各種教室の作品展示 など

9：30～開会行事
　　　〇意見体験発表 　〇地元芸能団体等発表
▶ 飲食販売・無料サービス（提供は開会行事終了後～）
　 販 売  焼きそば・焼き鳥・フランクフルト ほか
　 無 料  ぜんざい・なめこ汁

10 月 22日（日）
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